「令和８年　学校林現況調査」　調査個票 １／２

	学校名
	
	G

	学校所在地
	〒
	MN

	電話番号
	
	学校創立年（西暦）
	年
	OI

	担当者名
	
	-

	Eメール
	
	-



	調査内容
	令和3年調査回答
	回答欄
	

	緑の少年団の有・無
	
	あり　　・　　なし
	H

	児童・生徒数
	人
	人
	J

	学級数
	
	
	Ｋ

	学校林の名称
	
	
	Ｒ

	学校林設置年（西暦）
	年
	年
	Ｓ

	学校林面積（ｈａ）
※　１ｈａ＝10，000ｍ2
	ha
	ha
	Ｔ



	調査内容
	回答欄
	

	学校林の他校との共有の有・無
（有の場合は共有先の学校名を記載）
	あり　（　　　　　 　　　　　　　　　　）　・　なし
	Ｐ

	学校林の所有者区分
（以下の①～⑮からいずれかを選択）
	
	U

		①　市町村（市町村立の場合）、市町村有林
	⑨　認可地縁団体

	②　都道府県（都道府県立学校の場合）、都道府県有林
	⑩　ＮＰＯ法人

	③　国（国有林、その他国有林）
	⑪　その他共有林管理団体など（集落有、社寺有、記名共有など）

	④　財産区
	⑫　学校法人（私立学校の場合）

	⑤　一部事務組合
	⑬　企業（会社法人、組合法人）

	⑥　生産森林組合
	⑭　個人

	⑦　財団法人
	⑮　その他

	⑧　社団法人
	







「令和８年　学校林現況調査」　調査個票 ２／２

	学校名
	
	G



	調査内容
	回答欄
	

	学校林の利用区分
（以下の①～⑤からいずれかを選択）
	
	V

		①　学校の基本財産造成として利用のみ

	②　学校の基本財産のほか、森林教育の場として利用

	③　②として利用していたが現在は利用していない

	④　学校の基本財産ではないが、森林教育の場として利用

	⑤　④として利用していたが現在は利用していない




	今後の学校林の取扱方針
（以下の①～④からいずれかを選択）
	
	W

		①　現状維持

	②　拡大

	③　縮小、廃止

	④　特に決まっていない




	その他特記事項等
	X

	



（留意事項）
　※１　新規の場合には、学校林１箇所毎に本調書を作成・保管することを基本とする。
　※２　調査効率化のため、R８調査表（既存データ）を確認する場合には、調査個票の作成を省略することができる。
